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半導体表面の準 2次元電気伝導 (29日 )
金属微粒子の物性 (29日)






臨界現象の理論における繰 り込み群 (1日 )
核磁気共鳴の原理と感性体-の応用 (1日 )
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2 初期分布--Ergodic理論 (病理的初期条件が現実に起こるか )マクロな非可逆
性
3)時空粗視化の漸近評価













講師 東大 ･教養 伊豆山 健 夫
微視的に現象をながめると,外部摂動に対する線型応答の成立する領域は極めてせま
い範囲に限られている｡しかし,巨視的な観測においては,線型応答は外場の十分大き
な所まで成立している｡ このような立場からvanKampenは,微視的線型応答を基礎と
する久保理論に批判を行なった｡この批判に対し,伊豆山先生は 『巨視的な数の散乱体
が存在する場合には,微視的線型応答を基礎とする久保理論が巨視的線型応答を正しく
記述する』というAnsatzをたてた｡その証明はまだ完全な形で成されていないが,い
くつかの簡単な例でその正しさをみることができる｡
その例として超流動の問題がある｡この間題は以上の Academicな問題の他にも,超
流動の起こる判定条件を与える重要な側面を含む｡超流動の起こる条件として,Landau
の criterionや ODLROの存在等が議論されているが,いずれも不適切と言わねばなら
ない｡これに対 し,伊豆山先生は, Cyclicな系における線型応答理論の考察から
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(V:系の大きさ,N･.粒子数.m :粒子の質量,∫;電流演算子,fI;Hamiltonian ,
Q;HxJ>-oとなる状態 t>を除く射影演算子,<>;熱平衡での平均,<::/I;散乱
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